
長期ビジョンの概略
2022年1月、昭和電工と昭和電工マテリアルズは、両社の経営体制を一本化し、 
社長以下12名の両社共通の執行役員が両社のマネジメントを遂行する体制により実質的統合を実現しました。 
また、新マネジメント体制と新経営理念の始動に伴い2020年12月発表の長期ビジョンを更新し、 
2030年の目指す姿に向けて取り組みを進めています。

パーパス（存在意義）

化学の力で
社会を変える
先端材料パートナーとして時代が求める 
機能を創出し、グローバル社会の持続可能な
発展に貢献する

目指す姿

　長期ビジョンにて「世界トップクラスの機能性化学メーカー」を目指す中で、質的

な面、計数的な面それぞれを兼ね備えた「世界で戦える会社」、イノベーションと事

業開発力で「持続可能なグローバル社会に貢献する会社」、他企業からも注目さ

れるような「国内の製造業を代表する共創型人材創出企業」を実現していきます。

日本発の「世界トップクラスの機能性化学メーカー」

ワールドクラスの 
事業競争力と収益力

イノベーション力と 
事業開発力

共通の価値観を持つ 
競争力のある人材の 
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新マネジメント体制、新経営理念の始動

長期ビジョンのアップデート

日立化成 
（現 昭和電工マテリアルズ） 

TOB完了

2025年財務目標

売上 1.6兆円
対売上EBITDA 20％
ROIC 中長期的に10％

ネットD/Eレシオ 1.0倍を目指す

2030年財務目標

売上 1.8～1.9兆円
TSR（％） 中長期的に化学業界で 

上位25％の水準を目指す

2025

2030

稼ぐ力

最先端半導体の高成長を担う 
材料メーカーとして、リーディング 
ポジションを確立し、継続的な強い 

成長力を獲得

統合新会社の長期ビジョン 
（2021～2030）のゴール

目指す姿

「日本発の世界トップクラスの 
機能性化学メーカー」の実現

主要戦略

　長期ビジョンでは、「サステナビリティ」を全社戦略の根幹と位置づけました。「世界トップクラスの機能性化学メーカー」に向け「プラット

フォーム」を確立させ、サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）を組み込んだ「グローバル水準の収益基盤の確立」「ポートフォリオ経営の高

度化」「イノベーション」の各戦略を推進していきます。

サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）  P.36

グローバル水準の収益基盤の 
確立

ポートフォリオ経営の 
高度化

イノベーション 
（技術×ビジネスモデル）

イノベーションと事業を通じた競争力の向上と 
社会的価値の創造

世界で戦える会社のエントリーチケット 
としての規模と収益性  P.28

規律をより意識したポートフォリオの 
継続的な見直し・入替　 P.29

競争力を生み出す戦い方 
　 P.54

メリハリある経営資源配分
　 P.29

戦い方を支える先進のデジタル技術
 P.60

責任ある事業運営による信頼の醸成 自律的で創造的な人材の活躍と文化の醸成

プラットフォーム

新たな経営理念（パーパス、バリュー） 
の浸透　 P.74

人材育成を主軸とする新人事制度の推進 
　 P.72

変革をリードする経営陣 
（CXO体制への移行）　 P.14

国内の製造業を代表 
する共創型人材創出 

企業

持続可能な 
グローバル社会に 

貢献する会社

世界で戦える 
会社
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